
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
Moody’s Analyticsのグローバル経済予測とオルタナティブ（代替）・シナリオは、ストレステ

スト、規制対応、ならびにWhat-if分析の基盤として活用されています。さまざまな業界の企

業が、当社のシナリオを用いて、ショックイベントや異なる経済前提が自社の事業やポートフ

ォリオに与える影響を検証しています。 

シナリオは、細部まで明確に定義され十分に検証されたグローバル・マクロ経済モデルに基

づいて作成されており、ダウンロード、チャート化、マッピングが可能な2万以上の予測変数

を提供しています。予測変数は、世界130カ国以上のあらゆる経済セクターを網羅しており、

ベースライン予測に加えて10のオルタナティブ・シナリオを含みます。 

本予測は、世界中に在籍する100名を超える当社のエコノミストによる専門的な分析と深い

国別の知見に裏付けられており、予測の高い透明性も備えています。 
 
 
Moody’s Analyticsは、130以上の国および経済圏に対する経済予測を提供しています。これらの予測およびオルタナティブ・シ

ナリオは、最新の経済データや出来事、市場の見通しを反映し、70カ国超については毎月、55カ国超については四半期ごとに

更新されています。当社の標準的なオルタナティブ・シナリオには、想定される経済結果の分布を反映した確率的シナリオに加

え、世界経済におけるリスクが顕在化した場合に対応したテーマ別のナラティブ・シナリオが含まれています。 

 
当社のシナリオ主導型の予測アプローチは、ベースライン予測を起点としています。ベース

ラインは、現時点の経済状況および今後の経済見通しに基づき、最も可能性が高い結果と

して定義されます。次に複数のシミュレーションを実行し、基準となるベースライン（50パー

センタイル）からおよそ1標準偏差および2標準偏差の範囲における経済結果の確率分布を

構築しています。 

 

標準のオルタナティブ・シナリオの確率は時間の経過によらず一定ですが、それらを左右する要因は変化します。現在の出来事

や経済状況によって、予測がベースラインとは異なる可能性のある主な要因が決定され、オルタナティブ・シナリオの前提が形

成されます。モデル内の主要変数は各シナリオに対応する確率に沿うよう適切に調整されています。 

 

また、グローバルモデルに含まれる多くの国について、シナリオの内容を詳細に説明したナラティブ（解説）が定期的に公開され

ています。 
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→ 2万を超えるマクロ経済、人口動態、金融関連の変数を提供。 

→ 国民経済計算・経常収支、人口動態、労働市場、対外貿易、財政指標、家計所得、鉱工業生産、金利・為替レート、物価、

不動産、小売売上高など、幅広い分野を網羅。 

→ 70カ国超は毎月更新、55カ国超は四半期ごとに更新。すべての予測は四半期ベースで、30年先までの予測値と利用可能

な過去データを含む。 

→ 予測はAPIまたはData Buffetプラットフォームを通じて提供され、ダウンロード、チャート作成、マッピング、定期配信設定など

が容易に可能。 

→ 予測は検証済みかつ高い透明性を確保。Data Buffet上でモデルの手法、算定式、前提条件の確認が可能。 

→ エコノミストへのアクセスに加え、データスペシャリストやサポートチームによる充実したサポートを提供。 

 
 
 
オルタナティブ・シナリオ 

→ BL ベースライン予測 

→ S0 オルタナティブ・シナリオ アップサイド – 4 パーセンタイル 

→ S1 オルタナティブ・シナリオ アップサイド – 10 パーセンタイル 

→ S2 オルタナティブ・シナリオ ダウンサイド – 75 パーセンタイル 

→ S3 オルタナティブ・シナリオ ダウンサイド – 90 パーセンタイル 

→ S4 オルタナティブ・シナリオ ダウンサイド – 96 パーセンタイル 

→ CS オルタナティブ・シナリオ 景気停滞継続 – ダウンサイド – 99 パーセンタイル(米国のみ) 

→ S5 トレンドを下回る成長率 

→ S6 スタグフレーション 

→ S7 次のリセッション・サイクル 

→ S8 原油安 

→ CF コンセンサスシナリオ 

→ アドホックのイベントドリブン・シナリオ（ロシア・ウクライナ紛争、政府債務

危機、米国大統領選挙など） 

 

 
規制当局シナリオ 

 

当社は、イングランド銀行（BoE）、欧州銀行監督機構（EBA）、欧州中央銀行（ECB）、米連邦準備制度理事会（CCAR）が公表

する見通しに基づき、当社の予測データベースに含まれるすべての変数に対象を拡張した包括的なシナリオを提供しています。

さらに、各種規制当局が提示するその他のシナリオにも対応しています。 
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気候変動リスクシナリオ 

Moody’s Analyticsのグローバル・マクロ経済モデルを用いて、気候変動リスク等に係る金融当局ネットワーク（NGFS）のガイダン

スに沿った一連の気候変動リスクシナリオを提供しています。当社の気候変動リスクシナリオでは、70カ国以上および2万を超

えるマクロ経済変数について、代替的な予測を提供しています。気候関連のマクロ経済データを幅広くカバーすることで、物理

的リスクおよび移行リスクの双方について、自社の事業への影響分析やポートフォリオのストレステストを実施することが可能で

す。イングランド銀行、欧州中央銀行、米連邦準備制度理事会、マレーシア国立銀行のガイダンスに整合した規制当局の気候

シナリオも提供しています。 

 

 

カスタムシナリオ 

当社の業界最高水準のモデリングおよび分析力を活かし、お客様固有の前提条件、業種特性、地理的な範囲に合わせてカ

スタマイズされた、オーダーメイドのシナリオを作成しご提供します。また、Scenario Studioプラットフォームをご活用いただくこと

で、当社のグローバル・マクロ経済モデルを基盤としながら、お客様自身で独自のシナリオを構築することも可能です。 

 
予測およびシナリオにおけるグルーバルなカバレッジ 
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お問い合わせ  

 
詳しくは economy.com をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。 

 
 

 
 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
本資料に掲載された情報は、Moody’s Ratingsとは独立した部門であるMoody’s Analyticsによるものとしてご参照ください。

したがって、本資料に示された見解はMoody’s Ratingsの見解を反映するものではありません。 

 

© 2025 Moody’s Corporation, Moody’s Investors Service, Inc., Moody’s Analytics, Inc. およびそれらのライセンサーなら

びに関連会社（総称して「Moody’s」）。無断転載を禁じます。 

米国・カナダ 

+1.866.275.3266 
helpeconomy@moodys.com 

欧州・中東・アフリカ 

+420.234.747.505 
helpeconomy@moodys.com 
 

 
アジア・太平洋 

+852.3551.3077 
helpeconomy@moodys.com 

 
その他 

+610.235.5299 
helpeconomy@moodys.com 
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